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外来センター3階へ内科の一部と
看護外来室・栄養指導室が移転しました
　外来センターの改修工事に伴い、3月21日（火）から内科が、2階と3階に分かれました。
同時に看護外来・栄養指導の場所も3階に変わりました。
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　3月11日（土）午後1時半から、病院8階西病棟のカンファ
レンス室で患者さん2名、管理栄養士を目指す学生さん2
名など計10名が参加し、第19回炎症性腸疾患（以下IBD）
勉強会を行いました。
　まず、「エレンタールの水ゼリーの作り方」について、高田
美穂薬剤師よりお話ししました。エレンタールは約30年前
に発売された成分栄養剤（無脂肪で17種類のアミノ酸を
含む）で、IBD治療では再燃時も寛解期も使用でき、1包で
300キロカロリーを摂取できるだけでなく、腸管炎症抑制効
果も期待できる薬剤です。栄養剤をゼリー状に固めるため
にお湯タイプのゼリーミックスを使用していましたが、水タ
イプは湯沸し不
要で簡便であるこ
とを皆で体験し試
食をしました。通
常はアミノ酸の苦
さを感じにくくす
るためにフレー
バー（9種類）の粉

　この度、岡山済生会総合病院附属外来センター改築に
伴い、3月21日（火）に内科外来の糖尿病、腎臓病、膠原病・
リウマチの専門外来が【内科B】として、2階から3階へ移
転しました。
　診察室は5部屋あり、広 と々した中待合と明るい診察室
に変わりました。受付は3階フロアの東側で、㉛耳鼻咽喉
科外来と同じ場所です。
　同じ日に3階フロアの西側に、栄養指導室と看護外来室
も移転しています。糖尿病、腎臓病の患者さんは、外来受
診と同じ日に栄養指導や看護外来も一緒に受けることが多

を加えるのですが、
当院 薬 剤 師20数
名で投票した人気
ランキングを発表
したり、それぞれの
フレーバーにキャッチコピーを付けるなど、わかりやすく説
明していました。
　後半は私が「IBDと骨病変」と題してお話ししました。IBD
の腸管外病変は、皮膚・関節・肝胆・腎・眼など多臓器
にわたる可能性があります。腸管関連関節炎は1929年に
世界で初めて報告され、近年は末梢関節炎型（TypeⅠ）と
脊椎炎仙腸関節炎型（TypeⅡ）の2種類に分類されていま
す。後者では腸症状よりも腰背部痛が先行して背骨の破
壊が進み、痛みで眠れないのに、運動すると痛みが軽くなる
現象がみられます。IBD治療中に関節痛で悩んでいる方は、
膠原病内科医への紹介も可能ですので、ぜひ主治医にご
相談ください。
　本会のご案内は当院ホームページなどで随時お知らせし
ておりますので、ぜひご参加ください。

外来センターの内科診察室が
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く、引き続き同じフロアで受けることが可能となっています。
　診察室の他に、自己注射を行う患者さんへの看護師の支
援や指導、その他在宅療養支援を行うための相談室が1部
屋あり、プライバシーに配慮されています。
　総合外来と消化器、呼吸器、肝臓、循環器、神経内科、
血液内科などの専門外来は、【⑳内科A】として、今まで同
様に2階で診察を行っております。
　内科が2階と3階とに分かれたため、迷われることがある
と思いますが、どちらの受付窓口でも診察場所の説明など
の対応をさせていただきますので、ご不明な点がありました
らご遠慮なくお申し出ください。
　患者さんが、安心して安全にスムーズな外来受診ができ
ますようスタッフ一同、心がけてまいりますので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。


